
 
 
 
 
 

                   
 ２月２５日（水）、４年生はトヨタ地域包括支援センターのみなさんによる認知症につい
ての授業を受けました。３０年後には、３人に１人が高齢者となり、高齢者の５人に１人が
認知症になることを学びました。また、自分が誰もいない森の中に迷いこんだ時の気持ちを
想像することで、認知症の方の不安な気持ちについて理解を深めました。そして、認知症の
方とお話しするときの心がまえとして「驚かせない」「急がせ
ない」「自尊心を傷つけない」の「３つのない」についても学
びました。最後に、「認知症ジュニアサポーター」の証明書を
受け取り、認知症の方を温かい目で見守るよう意識を高めまし
た。児童の振り返りからは、「認知症の人の気持ちがわかるよ
うになってよかった」などの感想が見られました。 
 

 
2 月２７日（金）、６年生を送る会を行いました。６年生は一人一人がダジャレなどの一

言を言いながら入場し、会場を沸かせました。１、３年生が６年生の似顔絵の描かれたメダ
ルを贈呈した後、玉入れや綱引き、二人三脚をして交流しました。また、６年生の児童や担
任にまつわるクイズで楽しんだ後、思い出のスライドを見てこの６年間を懐かしみました。
そして、５年生から６年生に心のこもったエールが送られました。６年生からのバトンを受
け継ぎ、最高学年へ向けての強い気持ちが表れた感動的な
エールでした。最後に６年生が披露した合唱では、これぞ
最高学年の力といえるすばらしい歌声を披露し、下級生へ
の感謝の気持ちを表しました。これまで５年生を中心に一
生懸命に準備してきた成果が報われた、あたたかく感動的
な会となりました。 
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３月６日（金）、２年生の国語の授業では、学校司書さんによるアニマシオンを取り入れ
た授業を受けました。教科書に載っている「お手紙（アーノルド・ローベル 作）」の挿絵を、
教科書を見ずに物語の順番に並べる活動を通して、「わくわく、どきどき（アニマシオン）」
しながら、物語への興味・関心を高めました。また、挿絵
中のキャラクターがたくさんのボタンを付けている点に
注目し、その理由について「ふたりはともだち」に「お手
紙」とともに載っている「なくしたボタン」の省略読みを
聞くことで、理解を深めました。アニマシオンを通して、
次の本を読む意欲の向上につながった授業となりました。 
 
 

３月１９日（木）、第４８回 卒業式を行いました。式では、校長から卒業生一人一人に卒
業証書が手渡されました。卒業生は、担任から自分の名前が呼ばれると大きな声で返事をし、
丁寧に卒業証書を受け取っていました。在校生は、「おくることば」の中で、心のこもった
群読と合唱により、卒業生への感謝の気持ちとエールを送ることができました。卒業生は、
「お別れのことば」の中で、６年間の思い出と先生や地域の皆さん、そして、これまで一番
身近なところで支えてくださったご家族への感謝の気持
ちを伝えました。最後に全校で校歌を声高らかに斉唱し、
式を閉じました。ご出席いただいた御来賓の方からは、
「あたたかい、いい式でしたね」とのお言葉をいただき
ました。６年間頑張ってきた卒業生の最後の日を飾るに
ふさわしい立派な式となりました。 

卒業式後、６年生は最後の学級活動を行い、担任とお
別れの会を行いました。担任から最後のメッセージを伝
えたり、児童から群読や合唱で感謝の気持ちを伝えたり
するようすが見られました。児童も担任も涙あふれるあ
たたかい時間を最後に過ごすことができました。 

学級活動後、雨上りで青空が覗く中、６年生は在校生
や教職員に見送られながら平和小学校を旅立ちました。 


